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１２台、ＮＣコイリングマシン２台、ねじり
ばね試験機１台  他

主力製品／標準ばね、異形線ばね、特注品ばね、　　
フレックス・シャフト
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さらなる可能性を追求
新形状で広がるばねの領域

̨̘̬։ൃをਪਐ
丸線の標準規格品（サンエス標準ばね）や異形線

ばね、特注品ばねのほか、フレックス・シャフトを手が
けるばね専門メーカー。昭和３８年の創業から半世紀
以上にわたって築き上げてきた設計・製造技術を生か
し、さまざまなばねを社会に提供している。

̎ɼ̌ ̌̌ छྨͷ֨ن
ばねの規格化を望む顧客の声に応え、標準ばねの先駆

者として日本のものづくりを支えてきた。現在の主力は
自動車や自転車向け。ほかに弱電、建築・電設金物用、
工業機械用、釣り具などにも提供している。製造する規格
品は約２，０００種類にも上り、その自社ブランド「サンエス」
は関係事業者に広く浸透している。創業時からの提供先で
ある自転車メーカーの要望に応えた、高荷重・小型化を
可能にする角線の異形線ばねでも製造技術を構築して
いる。そのノウハウは同社が現在進める新形状のＣＷＳ

（コイルドウエーブスプリング）の開発にもつながっている。

事業内容

ʮը૾ੇ๏ଌఆஔʯをಋೖ
ばねの可能性を追求し、開発した新形状のＣＷＳの需要

創出に向けた展開で「ものづくり補助金」を活用し、平成
２８年に高い測定精度を持つ「画像寸法測定装置」を導入
した。ＣＷＳは平線材に連続して波形状をつけて巻いたも
ので、従来のコイルスプリングに比べ、省スペースで高い荷
重性を実現できる。部品の小型化に加え、同じ荷重なら、
使用鋼材量も減らせる。自動車や電子機器などの搭載に
有効で、平成２３年に自動車向けにＣＷＳの量産を開始した。

ಛघܗঢ়ͷܭଌɾੳʹҖྗ
ただ、ＣＷＳの特殊形状のメリットを引き出すには、高度

に自動計測し、分析する機器が必要となる。波形状の角度
や間隔などに微妙な変化をつけるだけでも性能に影響
する。現在の量産品は相手先の仕様に基づくもので、さま
ざまなユーザーに採用を提案していくには、ＣＷＳデータ
ベースの構築が不可欠。「画像寸法測定装置」の導入が
待たれていた。

補助事業

شେͷҖྗをൃ࠷খͷมԽͰ࠷
導入した「画像寸法測定装置」は、高い測定精度

を持ち、ピント調整も高速自動化されているため、
検査精度の向上や検査スピードの大幅短縮が図れ、
測定結果データも蓄積できる。バラつきなく任意の
性能を引き出すには「１個、２個作れるだけでは駄目
で、多く作って安定化させる必要がある」と、佐川浩
社長が言うように、品質性能の確立が欠かせない。
測定装置導入で多様なユーザーへのＣＷＳ提供を
加速させる環境が整った。

৽ͷ࡞ࢼͰಛڐग़ئ
測定装置の活用により、マイクロメートル単位の

形状の違いと性能との関係が数値化できるように
なった。これによりＣＷＳの形状に工夫を重ね、軽量
で高荷重性能を持つ新製品の試作品を開発、特許
出願にも至っている。コイルの巻形状を多層構造に
したＣＷＳである。“最小の変化で最大の威力を発揮
する”さまざまなＣＷＳ開発のスピードアップにつな
がっている。また、検査測定にあたっては対象物を
装置に載せ、スイッチを押すだけで自動測定するため

「熟練者だけでなく、パートの方にも検査管理が行える
と思う」と、佐川社長は他の作業への効用も指摘する。

具体的成果

ʮখ͘͞て͍ڧձࣾʯ͢ࢦ
ＣＷＳの市場提供については、試作品データの

構築と併せて、多業種への提案や、ＰＲに努めていく。
ただ、同社はＣＷＳだけにこだわっているわけでは
ない。ものづくり企業としての中核は、新技術・新
製品開発の継続的な開発。ユーザーのニーズに
応える開発への姿勢は常に積極的だ。そこには、
ユーザーからの支持を得ながら、佐川社長の掲げる

「小さくても強い会社」を目指す想いが息づいて
いる。

ͷͮ Γ͘ͷࣗಈԽ
推進する新製品・新技術開発には、築き上げて

きた技術力への自負がある。例えばＣＷＳの開発
では、自前で従来の加工機を応用して特殊な加工
装置を製作した。また、そこには異形線加工技術
のノウハウも寄与している。どれもこれまでの蓄積
なしでは、具現化できないものばかりだった。一方
で、開発部門だけにコストや人員をかけることも
できない。そのため、ばね製造の自動化を進める
ようとしている。ものづくりへの信頼性を高めら
れるような自社の価値を高める自動化を目指して
いる。

今後の戦略

特許出願中のＣＷＳ強力なばね力を発揮するＣＷＳ

導入した
「画像寸法測定装置」
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我々の想いは、ばね単品の提供に留まらず、
顧客の方々が求められるところに応えて
いくことにあります。創業から築き上げてきた
ノウハウと技術力で、さまざまな要望をかな
えるよう、技術提案や試作にも取り組んで
参ります。

求められるモノをかなえます
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